
TEXとその仲間（LATEX，Texinfo，ConTEXt，pdfTEX，ε-TEX，Omega，X ETEX，
LuaTEXなど）について紹介します。

TeX /ték/ 名 〘 〙 ，
《 組 版 ；数式 処理 得意 》。

―――『ジーニアス英和大辞典』（大修館書店，2001年）

TEXは「テック」または「テフ」と読みます。ご覧のように Eを下げて詰めて
書くか，あるいは TeXのように eだけ小文字で書きます。
TEXは，

くみ

組
はん

版ソフトです。組版（typesetting）ということばは，印刷関係で活
字を組んで

はん

版 を作ることを意味します。TEXは，印刷でいう組版
に相当することをコンピュータで行うためのソフトです。
TEX は，フリーソフトです。ほかのフリーソフトと組み合わせ

て，組版結果を画面や紙に出力したり，PostScript や PDF といっ
た形式で出力したりします。DTP ソフト の仲間といってもいい
でしょう。
TEXには次のような特徴があります。

• TEXはフリーソフト（オープンソースソフト）ですので，無
料で入手でき，自由に中身を調べたり改良したりできます。
商用利用も自由にできます。

• TEXは，Windowsでも，Macや Linuxや FreeBSDなどの
UNIX系 OSでも，まったく同じ動作をします。つまり，入
力が同じなら，原理的にはまったく同じ出力が得られます。

• TEXの文書はテキストファイルなので，普通のテキストエディタで読み書
きでき，再利用・データベース化が容易です。



•自動ハイフネーション，ペアカーニング ，リガチャ ，孤
立行（ウィドウまたはオーファン）処理 など，高度な組版
技術が組み込まれています。

•特に数式の組版については定評があり，数式をテキスト形式
で表す事実上の標準となっています。

TEXの作者クヌース先生（次ページのコラム参照）によれば，TEXはギリシャ
語から命名したもので，最後の Xは，口の奥で発音する無声の「ハ」に近い音だ
そうですが，英語でこれに一番近い音は /k/なので，「テック」と読む人が多い
ようです。また，ドイツ語では「テッヒ」という発音が多いようです。
日本では，特に大学関係者の間では，昔から「テフ」と呼びなら

わされていますが，英語圏で TEX を覚えた人や出版関係者の間で
は「テック」という発音も広く行われています。特に，日本語版の
pTEX を開発した㈱アスキー（当時）では pTEX を「ピーテック」
と呼んでいます 。
TEX は，ご覧のように E を少し下げて，字間を詰めて書きます。

このような文字の上げ下げや詰めができない場合は TeX と表記す
ることになっています（TEXや Texとは書きません）。

LATEXはDEC（現HP）のコンピュータ科学者
レ ス リ ー

Leslie
ラ ン ポ ー ト

Lamport

によって機能強化された TEX です。もともとの TEX と同様，フ
リーソフトとして配布されています。
LATEXはラテックまたはラテフと読みます。英語では・・レイテック，・・ラーテック，

ラー・・テックなどという読みがあるようです。

■■■参考 インターネットで“latex”を検索すると，latex（乳液，ラテックス）関係のページ
がたくさん見つかってしまいます。こちらは英語読みでは・・レイテックスです（ア
クセントの位置を太字（・圏・点付き）で示しました）。

最初の LATEX は 1980 年代に作られましたが，1993 年には LATEX2ε（ラテッ
ク・ツー・イー）という新しい LATEXができ，現在では LATEXといえばほぼ確実
に LATEX2ε を指すようになりました（古い LATEXは LATEX 2.09と呼ばれます）。



……計算機科学 分野 偉大 学者 一人
―――『岩波情報科学辞典』（岩波書店，1990年）

TEX 作 大学 Donald E. Knuth（ ）教授（1938～）
（現在 退職 ）。 先生 数学者・ 科学者 ，1974年

賞（ 科学 最 権威 賞），1996年 京都賞 受賞
。主著 The Art of Computer Programming 科学 聖典

（邦訳 社 出 ）。 以外 著書
。数学小説『超現実数』（好田順治訳，海鳴社，1978） 型破 数学書 著

。
先生 主著 The Art of Computer Programming ，予定 全7巻 ，

第4巻 第一部（第4A巻） 出 。第1巻 1968年，第2巻 1969
年，第3巻 1973年 出版 ，第1，2巻 第3版 1997年 ，第3巻 第2版 1998
年 第4A巻 第1版 2011年 出 。

第1巻 第2版 職人 活字 組
かっぱん

活版印刷 作 。 ，活字
組 職人 確保 次第 難 ，第2巻 第2版 組版
（1976年）。 ， 仕上 活版印刷 比 見劣 。

先生 ， 出版 見合 ，活版印刷 劣 美 組版
・ TEX 作 決心 。

先生 完全主義者 ，古今 組版技術 研究 ， 最 優 部分
TEX 取 入 。 ，文字 METAFONT（
） 作 ，Computer Modern 自分 。

TEX 使 The Art of Computer Programming 第2
巻 第2版 組 上 4年後 1980年（実際 出版 1981年） 。

先生 TEX 改良 余念 ，1982年 現在 TEX
同 完成 ， 使 1984年 The TEXbook（邦訳 出
），1986年 TEX: The Program 始 Computers & Typesetting 全

5巻 書 上 。
1982年以降 ， 先生 TEX 拡張 安定化 力 注 ，1989年 入
力 7 8 拡張 除 ，基本的 仕様 変更 。

，TEX第3.1版（1990年9月） 時点 次 終決宣言 出 。

• 以上TEX 拡張 。
• 著 不具合 修正 第3.14版，第3.141版，第3.1415版，. . . 番
号 進 ，自分 死 同時 第π版 。 以後 不具合
誰 手 。

• TEX 関 文書化 ， 生 新 作
自由 。

TEX 開始 三十余年 歳月 ，今 TEX 科学 大先生
作品 呼 完成度 高 。現在 先生 TEX 使
著作 専念 。



LATEX は，ご覧のように A を小さく上付きにして書きます。字の上げ下げが
できないなら LaTeXと書くことになっています。同様に，LATEX2ε と書けない
なら LaTeX2eと書きます。
LATEXの特徴は，文書の論理的な構造と視覚的なレイアウトとを分けて考える

ことができることです。
例えば「はじめに」という

セクション

節の見出しがあれば，文書ファイルには

¥section{はじめに}

のように書いておきます。この ¥section{...} という命令が，紙面上のデザイ
ン，例えば「14 ポイントのゴシック体で左寄せ，前後のアキはそれぞれ何ミリ
を標準とし，何ミリ以内なら伸ばしてよい……」というレイアウトに対応すると
いったことは，様式・判型ごとに別ファイル（クラスファイル，スタイルファイ
ル）に登録されています。標準のクラスファイルのデザインが気に入らないなら，
自由に変更できます。クラスファイルだけ変更すれば，同じ文書ファイルでも
違ったレイアウトで出力できます。
仮に文書ファイルに「ここは 14ポイントのゴシック体で 3行どり中央に……」

などと書き込んでしまったのでは，あとで組み方を変更しようとすると，原稿全
体に手を入れなければなりません。下手をすると，節ごとに見出しの体裁が違っ
てしまうことにもなりかねません。文書の再利用も難しくなります。
さらに，LATEXは章・節・図・表・数式などの番号を自動的に付けてくれますし，

参照箇所には番号やページを自動挿入できます。目次・索引・引用文献の処理ま
で自動的にしてくれます。また，

はしら

柱（本書ではページ上部にあり，左ページには
章の名前，右ページには節の名前を入れています）も自動的に作ってくれます。
このような便利な機能のため，LATEX利用者が飛躍的に増え，TEXを使ってい

るといっても実際には LATEXであることが多くなりました。
LATEX は，TEX のプログラミング機能（マクロ機能）を使って作られたもの

です。同じ LATEXマクロでも，日本語の扱える TEXを使えば，日本語の扱える
LATEX になります。ただし，本格的に日本語を扱うためには，日本語の組版の
伝統に合わせて，大幅な修正が必要です。pTEX用に修正した LATEXが pLATEX

（pLATEX2ε）です。
LATEX は理系の論文や本の製作に広く使われています。多くの論文誌や

arXiv のようなプレプリントサーバは TEX や LATEX での論文投稿を推奨
していますし，理系の出版社は多くの本を LATEX で製作していま
す。一例を挙げれば，『岩波数学辞典』の最新版（第 4版）はすべて
LATEX（pLATEX2ε）で作られています。Wikipediaも数式は LATEX

形式で書くことができます（実際に Wikipedia サーバ上の LATEX

で数式部分を組版して画像にしています）。



一般のワープロソフトと異なり，TEXでは，段落の最後に 1文字
追加するだけで，段落の最初の改行位置が変わることもありえます。
このような大域的な処理を，キーボードから 1文字入力するごとに
行うのは，かなりの計算パワーを必要とします 。
そのため，TEX では，キーを打つたびに画面上の印刷結果のイ

メージを更新する方式 ではなく，一括して全体を処理するバッチ
処理を採用しています。
もっと具体的に言うと，TEXでは，原稿は自分の使いなれたソフ

ト（テキストエディタ等）で書いて，テキストファイルとして保存
しておきます。これをあとで TEXで一括処理します。
例えば LATEX2ε では，

¥documentclass{jsarticle}
¥begin{document}

これはサンプルの文書です。
テキストファイル中では，
どこで改行してもかまいません。
印刷結果の改行の位置は勝手に決めてくれます。

段落の切れ目には空の行を入れておきます。

¥end{document}

¥

\

のようなテキストファイルを入力すると，

これはサンプルの文書です。テキストファイル中では，どこで改行しても
かまいません。印刷結果の改行の位置は勝手に決めてくれます。
段落の切れ目には空の行を入れておきます。

のように出力されます（¥ で始まる行は LATEX2ε の命令です）。
テキストファイルを使うことの利点は，たくさんあります。

•文書入力は自分の慣れているソフトで行うほうが楽です。どんな文書入力
ソフトでもテキストファイルで保存できますので，TEXは入力ソフトを選
びません。

•テキストファイルはコンピュータの機種に依存しません。どんなコン



ピュータや携帯電話でも，テキストファイルなら安全にやりとりできます。

•テキストファイルの変換は簡単です。そのため，データベース出力やWeb

フォーム入力，XML文書などから TEXに変換して組版するといったこと
がよく行われています。

•テキストファイルで文書を用意するほうが，コンピュータのパワーユー
ザーの心理に合っているのかもしれません。数式を考えなければ Adobe

InDesignのようなリアルタイムで TEX同様の処理をするレイアウトソフ
トがありますし，数式を考えてもWYSIWYGな数式エディタがあります。
しかしこれらは今のところ TEXに置き換わりそうにありません。

もともとの TEXは，組版結果を
ディーヴィーアイ

dvi ファイルという中間ファ
イルに書き出します 。dvi は device independent（装置に依存
しない）という英語の略です。この dviファイルを読み込んでパソ
コンの画面，各種プリンタ・写植機，および PostScriptや PDFな
どのファイルとして出力するための専用ソフト（dvi ドライバ，dvi ウェア）が，
出力装置や出力ファイル形式ごとに用意されていました。特に画面出力用の dvi

ドライバのことを dviビューアともいいます。
この処理の流れを図示すると，次のようになります。

人間

文書

dvi

画面， ，PostScript・PDF

ところが，欧米語圏では，後述のように pdfTEXの登場で，TEXから直接 PDF

ファイルを出力できるようになり，画面表示も印刷もすべて PDF を通じて行う
のが普通になりました。
日本語圏で広く使われている pTEX については，今のところ PDF を直接出力

することはできませんが，dvipdfmxという高速な dviドライバと組み合わせて
PDFを作ることができます。



TEXを日本語化する試みはいくつかありましたが，今日広く使わ
れているのは，かつての㈱アスキーが開発した pTEX（ピーテック）
です 。
日本語なら文字はみな同じ幅だから単純に組んでいけばよいかと

いうと，そうはいきません。次のような処理が必要です。

•句読点，終わり
かっ

括
こ

弧（閉じ括弧）類，
なか

中
ぐろ

黒（・），繰返し（々
ゝ），感嘆符（！），疑問符（？）が行頭にこないようにする
必要があります（行頭禁則処理）。

そく

促
おん

音文字（っ），
よう

拗
おん

音文字
（ゃゅょ），長音記号（ー，

おん

音
び

引き）などもなるべく行頭にき
てほしくありません。

•同様に，始め括弧（開き括弧）類が行末にこないようにする
必要があります（行末禁則処理）。

•「括弧類」「句読点」が「行頭」，「行末」にきたときや，「括弧
類」「句読点」が連なったとき，空白が空きすぎて見えるの
で，詰める必要があります（この段落は例示のためにわざと
括弧類を多用しました）。

•段落の最後の行が 1文字と句読点になるのは，なるべく避けたいところで
す。 ←なるべくここで終わってほしくありません（文字ウィドウ処理）。

これらの条件を満たすためには，字の間隔を微調整しなければなりません（詰
め処理，延ばし処理）。しかし，調整しすぎると字の間隔が揃わず，かえって見苦
しくなります。例えば，拗促音文字（ゃゅょっ）はなるべく行頭にこないほうが
よいし，文字ウィドウもなるべく避けたいのですが，あまり厳密にこれらのルー
ルをあてはめるとかえって不自然になることがあります。そこで pTEXは，どの
文字が行頭にくると何点減点，行末にくると何点減点，文字ウィドウは何点減点，
字の間隔がどれだけ伸びると何点減点という具合に点数を計算し，減点の合計が
最小になるように組みます。点数の配分は自由に調整できます。



標準の TEX/LATEX を拡張するものとして，米国数学会（American Mathe-

matical Society）の
エイエムエス

AMS-LATEXや，米国物理学会（American Physical Society）
の Physical Review や同 Letters などへの投稿に使われる REVTEXという LATEX

パッケージが有名です。そのほか，化学構造式を描くための XΥMTEX（キュム
テック，藤田眞作さん作）や，楽譜を書くための MusiXTEX など，さまざまな
LATEXパッケージがあります。
また，LATEXと組み合わせて使う索引作成支援ソフトMakeIndexやmendex

（第 10 章），文献データベース管理ソフト BIBTEX（第 11 章）など，たくさんの
関連ソフトがあります。
クヌース先生は，TEX で使うフォントを作るために，METAFONT（メタ

フォント）というシステムを開発しました。これは文字をデザインするため
の一種のプログラミング言語です。METAFONT 2.7 以降は，自然対数の底
e = 2.718281828459 · · · に収束するようにバージョン番号が付けられています。

METAFONT を使ってクヌース先生がデザインしたのが Computer Modern

フォントです。TEXに標準で付いており，かつては専らこれが使われていました。
現在では，たとえ Computer Modern フォントを選択する場合でも，META-

FONT 形式ではなく，PostScript Type 1形式や TrueType/OpenType形式に変
換されたものを使うことが多くなっています。

METAFONT は文字だけでなく一般の描画にも使うことができま
す。METAFONT の出力形式を PostScriptに変えたMETAPOST

がやはり TEX とともに配布されています。クヌース先生は今では
ご自分の本の挿絵をすべて METAPOST で描いているそうです。
dvipdfm は TEX の出力する dvi 形式のファイルを PDF 形式

に変換するツールです。平田俊作さんが日本語対応版を作られ，今
では Jin-Hwan Cho（趙珍煥）さんらにより CJK（中国語・日本
語・韓国語）対応の拡張版 dvipdfmxに発展しています 。

■■■参考 dvipdfmx に X ETEX 対応の拡張をした xdvipdfmx も TEX Live

2013に含まれています。

TEXをベースとしたシステムもいろいろあります。日本で有名な
ものとしては，pTEXベースの出版システム EWB（Editor’s Work

Bench） や，さまざまな出力に対応した ReVIEW があります。



本書付録 DVD-ROMに収めた TEX関連のソフトは，すべてオー
プンソースのライセンスで配布されており，商用利用も含めて自由
に使えます 。詳しくは各ソフトのオンラインドキュメントをご
覧ください。ターミナルに texdoc ソフト名と打ち込めばオンラ
インドキュメントが表示されます。
オリジナルの TEX は，付加価値を付けたものを有償で販売することも自由で

す。ただし，プログラムの修正はパッチ形式で，具体的にはクヌース先生の考案
した change fileの仕組みを使って行い，TEXとの完全な互換性を持たないもの
は TEXと名乗ってはいけないとされています 。
アスキーの pTEXについては，（修正）BSDライセンスに従って

おり，オリジナルの著作権表示などを残す限り改変・再配布は自由
です。
LATEXは LPPL（LATEX Project Public License）に従い，ファイ

ル名さえ変えれば改変したものの再配布も自由です。
TEXと組み合わせて使われることの多いGhostscript は，バー

ジョンによりライセンスが複雑に変化していましたが，現在のもの
は GNUの GPL（General Public License）で配布されており，改
変・再配布ともに自由です。
米国での TEXの商標は American Mathematical Society（米国

TEX関係 多 ， 配布 。「
」 ， （ 設計図 ） ，改変，再配布

自由 意味 。The Open Source Initiative（http://opensource.org/）
定 「The Open Source Definition」（ 定義） ，「改変

再配布 （差分） 形 行 」，「改変 別 名前
付 」 制限 設 認 ，商用利用 利用分野
制限 ，特定 人 制限 認 。TEX ，
LATEX LPPL，BSD ，GNU GPL ， 定義 合致 。
本書付録DVD 収録 TEX Live
配布 。 ，TEX Live 含 多数 中 ，微妙
。具体的 ，multicol （ 名multicol.sty） ， 基

adjmulticol （ 名adjmulticol.sty） ， 先頭 “Moral
obligation” 題 「商用利用 有用 応 寄付 求 （有用 思 払

）」 内容 書 込 。 文言 ，捉 方 上述
定義 相容 。



数学会），METAFONT の商標は出版社の Addison-Wesley が登録していますが，
これは無関係な人に商標登録されることを防ぐためで，TEX を使う際に「TEX

は……の商標です」などと断る必要はありません。

TEXはもともと SAIL（Stanford Artificial Intelligence Lab）マシン上で開発
されました（1990 年には最後の SAIL マシンが停止しました）。このマシンの
OS（基本ソフト）は WAITS というものでした。その後の開発は UNIX 系 OS

に移行しました。
TEXは Pascalをベースとした KnuthのWEB という「文芸的

プログラミング」ツールで作成されていますが，UNIX上では通常
は C 言語に変換してからコンパイルしています。これが現在の多
くの TEXの実装の起源であるWeb2cの由来です。
その後，Thomas EsserがWeb2cをベースに集大成した teTEXが広く使われ

るようになり，日本では土村展之さんがこれに基づく ptetex を配布されていま
した。
その後，TEX Live という超巨大な集大成が広く使われるようになり，土村さ

んもこれに基づく ptexliveを開発されました。これが現在ではすべて TEX Live

本体に取り込まれました。本書 DVD-ROM に収録したものは Windows 用も
Mac用もすべて TEX Liveに基づくものです。
Windows 上の pTEX 配布としては，角藤亮さんの W32TEX も従来から広く

用いられています。

最初の TEX が使われてから三十数年が経ちました。これだけ長い間安定して
使われているソフトはほかに例を見ません。TEX は組版の歴史における一つの

フィクストポイント

不動点と言えるでしょう。商用ソフトは，どんな優れたものであっても，開発
元の事情で市場から姿を消してしまうことがあります。
しかし既存の TEX に満足していては進歩がありません。より高度な処理を求

めて，いろいろな拡張が行われています：

•
イー

ε-TEX（e-TeX） は，TEXの種々のレジスタ（変数）の個数
を拡張（256個→ 32768個）したほか，右から左に組む機能
などを追加したものです。現在では pTEXをはじめほとんど
のシステムが ε-TEX拡張を含んでいます。LATEXパッケージ
にも ε-TEX拡張を仮定したものが増えています。



• Hàn Thế Thành作の pdfTEX（pdfTeX）は TEXの出力形式を dviではな
く PDF にし，ε-TEX と同様の拡張に加えて，microtypography という高
度な組版アルゴリズムを組み込んだものです。現在ではオリジナルの TEX

を置き換えて広く使われています。

• John Plaiceと Yannis Haralambousによる Ω（Omega）は，16ビット
Unicode対応の TEXです。Omega上の LATEXを Λ（Lambda）といいま
す。組み込まれたプリプロセッサにより字句の前処理ができるので，多様
なエンコード方式に対応させたり，文字の範囲によってフォントを変えた
りコマンドを挿入したりといったことが柔軟にでき，日本語を含む多様な
言語を同時に扱うことができます。pTEXと同じレベルのことをするには
努力が必要です。

• Jonathan Kew作の
ズィー

X ETEX（XeTeX）はもともと Macの OS X上で動作
し，OS X上の OpenTypeフォントをそのまま使え，PDFを出力する TEX

ですが，Windowsや Linuxにも移植されています 。
入力ファイルは Unicodeで，日中韓の文字も自由に使えます。
現状でも日本語の禁則処理程度は可能ですが，まだ pTEXと
同じことをさせるには努力が必要です。

• LuaTEXは pdfTEXに軽量スクリプト言語
ル ア

Luaを組み込んだもので，Uni-

code対応で，X ETEXとは別な（OSに依存しない）方法でOpenTypeフォ
ントに対応しています。pdfTEXの後継として今最も注目されているもの
です。この上で pTEX 相当の機能を実現するための LuaTEX-ja プロジェ
クトが進行中です。

• TEXを日本語化した NTT JTEXや pTEXももちろん TEXの拡張です。

•北川弘典さんが pTEXに ε-TEX拡張をしたものが ε-pTEX（e-pTeX）です。

•田中琢爾さんの upTEX（upTeX，読み方はユーピー TEXまたはユプ TEX）
は，pTEXの内部を Unicode化したものです。西欧言語の組版から出発し
て文字数を増やしたものとは異なり，和文の組版から出発して CJK（日中
韓）言語と西欧言語との混植を可能にしたものです。

一方，TEXのマクロも，LATEX2εができてもう 20年経ちます。現在は LATEX2ε

後継の LATEX3 の開発が（気長に）行われているところです。また，LATEX と
まったく異なるマクロパッケージ

コ ン テ ク ス ト

ConTEXt（作者は Hans Hagen）も特にヨー
ロッパでユーザー層を広げています。最新の ConTEXtは LuaTEX上で動きます。
もっと小規模な改良としては，LATEX2ε で利用するスタイルやフォント関係，

周辺ソフトの改良がたくさん行われています。
TEX をほかのシステムに組み込んだ例も多数あります。例えば TEX の高度な



数式組版機能を Web 上で利用するための仕組み（API）が Google などによっ
て開発されており，Google Docs からも TEXの数式が利用可能になっています。
Wikipediaも TEXの数式を画像として埋め込むことができます。一方，TEXそ
のものではありませんが，LATEXに近い数式表示機能を JavaScript，CSS，Web

フォントで実現したMathJaxがあります。
Web ベースの帳票印刷システムでも，サーバ側で TEX 経由で PDF を生成し，

クライアント側で印刷するといった用途で TEXが使われることがあります。
高度な組版から PDF 作成まででき，Adobe-Japan1-6 の 2 万字（さらには

IPAmj フォントの 6 万字）を使いこなせるフリーソフトは，今のところ TEX し
かありません。ほかのソフトの組版エンジンとしても，いろいろ使いこなせると
思います。ぜひ新しい利用法を見つけてください。


